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●
、

藝
術
家
的
自
由
は
、
勿
論
歴
史
研
究
の
上
に
許
さ
れ
な
い
。
事
蛮
に
立
脚
す
る
こ
さ
ザ
ハ
リ
ヒ
で
あ
る
こ
さ
は
、
あ
ら

ゆ
る
歴
史
學
に
要
求
さ
れ
る
。
ル
ネ
Ⅱ
ラ
ヴ
寺
１
ル
が
そ
の
歴
史
學
の
理
論
の
上
に
説
く
所
謂
事
象
的
個
性
ざ
、
人
格
的
個

性
ざ
の
い
づ
れ
に
於
て
も
、
厳
正
な
事
蛮
の
立
脚
は
常
に
要
求
さ
れ
る
。
然
し
歴
史
を
文
藝
す
る
こ
こ
は
、
決
し
て
悉
く

艤
史
研
究
の
上
に
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
事
狂
を
出
發
し
て
椛
想
に
入
り
、
そ
し
て
事
震
に
蹄
る
こ
さ
が
、

、
●

眞
に
研
究
の
推
娩
で
も
あ
り
、
ま
た
事
蛮
上
研
究
の
過
程
で
も
あ
る
。
如
何
旧
多
く
の
業
絞
が
諺
歴
史
を
文
藝
す
る
こ
き

に
由
っ
て
、
殊
に
佛
蘭
西
史
學
の
上
に
光
彩
を
嚇
し
た
か
は
、
五
兇
の
省
み
ね
ば
な
ら
ぬ
ざ
こ
ろ
で
あ
る
。

史
上
の
一
性
格
に
對
し
て
織
想
す
る
こ
さ
は
、
性
格
さ
い
ふ
語
の
ギ
リ
シ
ヤ
語
原
が
示
す
が
如
く
、
彫
刻
す
る
こ
ざ
で

あ
る
。
構
想
に
由
，
っ
て
捕
出
す
。
へ
曹
藝
術
的
技
能
を
要
求
す
る
。
さ
れ
ば
さ
て
そ
れ
は
軍
に
「
詩
作
」
す
る
こ
さ
で
は
な

く
、
ま
た
決
し
て
「
藝
術
家
の
仕
事
の
み
で
歴
史
家
の
仕
事
で
な
い
」
（
ア
ド
ル
フ
Ⅱ
フ
寺
ン
Ⅱ
ハ
ル
ナ
ッ
ク
）
さ
ば
か
り
に

も
老
へ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
歴
史
研
究
に
ご
り
て
、
重
要
な
課
題
Ｅ
も
詔
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
事
変
上
歴
史
研
究
の
力
む

ぺ
き
一
面
は
、
史
上
の
人
格
を
、
そ
の
人
間
ざ
し
て
の
姿
に
於
て
、
擬
脱
し
織
想
し
描
剛
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
絡
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ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
桁
ニ

そ
の
業
絞
か
ら
、
ま
た
政
治
的
祗
會
的
地
位
か
ら
解
放
さ
れ
た
姿
に
於
て
、
人
間
ざ
し
て
看
る
こ
さ
で
あ
る
。
ビ
ス
マ
ル

、
ク
に
つ
い
て
の
こ
の
試
み
は
、
恐
ら
く
最
も
意
義
あ
り
興
趣
め
る
も
の
の
一
で
あ
ら
う
。
何
ざ
な
れ
ば
、
歴
史
諭
苓
は
褒

艇
ざ
も
に
、
餘
り
に
多
く
彼
の
周
遜
を
送
り
固
め
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
八
九
○
年
代
即
ち
ビ
ス
マ
ル
ク
退
職
の
術
時
に
於
け
る
彼
の
業
紙
の
上
の
論
評
は
、
ワ
ー
ゲ
ナ
ア
『
戦
後
の
ビ
ス
マ

ル
ク
』
の
如
き
無
偏
波
な
有
益
な
研
究
が
却
っ
て
少
く
、
皇
帝
ざ
の
關
係
を
中
心
こ
し
て
の
興
悲
に
類
す
る
も
の
多
く
、

仙
界
大
戦
前
後
に
於
て
は
感
傷
的
な
等
作
、
例
へ
ぱ
『
ビ
ス
マ
ル
ク
吾
等
汝
を
呼
ぶ
』
が
如
き
も
の
が
多
く
、
そ
の
後
外

交
文
書
の
逐
時
の
發
表
に
随
っ
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
外
交
策
の
研
究
が
、
。
ヘ
ッ
ケ
ル
・
ラ
ハ
フ
ァ
ー
ル
論
争
の
如
さ
も
の
か
ら
、

ノ
ア
ッ
ク
・
プ
レ
ー
ン
・
グ
ラ
ン
フ
ェ
ル
ト
な
ざ
に
至
る
ま
で
、
専
ら
そ
の
功
業
を
孵
し
、
全
傳
ざ
し
て
の
ル
ド
ウ
ィ
ヒ
・

マ
ル
ク
ス
・
レ
ン
ッ
・
マ
テ
・
エ
ゲ
ル
ハ
ー
フ
・
プ
ル
ム
・
ク
ラ
イ
ン
ハ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
な
ざ
さ
ざ
も
に
、
餘
り
に
多
く
の
周

・
邊
が
、
ピ
ス
マ
ル
ク
緋
典
の
禍
ぐ
る
六
百
餘
砿
を
算
し
て
、
宰
相
裳
た
新
帝
図
建
設
者
ざ
し
て
で
な
し
に
、
唯
そ
の
ま
上

の
人
間
ざ
し
て
の
接
鯛
を
却
っ
て
殆
ん
ざ
不
可
能
な
ら
し
め
ん
さ
し
て
ゐ
る
。
こ
の
間
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
『
プ
ロ
イ
セ
ン
を

ｋ

猫
逸
ｌ
ピ
ス
マ
ル
ク
幼
時
』
、
リ
ン
ヶ
『
森
閲
の
老
人
』
、
レ
エ
。
〈
イ
ン
『
ザ
ク
セ
ン
ワ
ル
ド
の
ビ
ス
マ
ル
ク
』
、
リ
マ
ン

『
退
官
後
の
ビ
ス
マ
ル
ク
』
な
ぎ
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
偉
人
景
仰
の
前
提
を
以
っ
て
、
。
述
べ
ら
れ
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
・

ピ
ス
マ
ル
ク
時
代
の
歴
史
、
ま
た
ピ
ス
マ
ル
ク
事
砿
の
歴
史
を
交
藝
す
る
こ
さ
は
、
ま
づ
ビ
ス
マ
ル
ク
を
唯
一
個
の
人
、ノ

間
直
し
て
、
制
限
さ
れ
た
る
自
由
の
範
囲
に
於
て
、
椛
想
し
描
嘉
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
互
大
な
政
治
家
ざ
し
て
そ
の
業
絞
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I

含
議
員
さ
し
て
叉
外
交
官
ざ
し
て
宰
相
ざ
し
て
の
行
蛮
が
、
漸
く
に
し
て
知
悉
さ
れ
來
る
で
あ
ら
う
。
惜
し
い
哉
こ
の
た

め
の
文
献
は
意
外
に
少
い
。
愛
に
は
唯
彼
の
書
簡
淡
読
等
に
由
っ
て
、
そ
の
僅
か
の
一
端
を
摸
索
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
「
性

格
の
疑
問
性
」
は
、
経
に
こ
の
時
代
の
互
人
に
、
ザ
ク
主
ン
ワ
ル
ド
の
老
人
に
つ
き
ま
さ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

○

一
八
四
六
年
十
二
月
二
十
一
日
付
書
翰
、
ビ
ス
マ
ル
ク
三
十
一
歳
の
時
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
Ⅱ
フ
ォ
ン
Ⅱ
プ
ッ
ト
カ
ン
マ
ア
に

宛
て
た
も
の
は
、
彼
の
爲
人
産
測
知
す
る
に
最
も
良
き
史
料
の
一
で
あ
る
。
こ
の
日
付
の
以
前
十
四
日
に
、
彼
は
チ
ン
マ

ア
ハ
ウ
ゼ
ン
に
於
て
、
後
に
彼
の
妻
た
る
ヨ
ハ
ン
ナ
Ⅱ
う
す
ン
Ⅱ
プ
ッ
ト
カ
ン
マ
ア
さ
そ
の
母
親
ざ
に
含
し
、
族
途
ス
テ
ッ

テ
ィ
ン
の
オ
テ
ル
Ⅱ
ド
Ⅱ
プ
リ
ュ
ッ
ス
に
於
て
求
婚
の
書
を
送
り
、
「
何
等
の
刷
應
も
な
き
率
直
さ
」
を
以
て
、
彼
の
宗
教
心
、

虎
生
槻
、
蛍
に
行
動
を
述
べ
た
も
の
で
、
理
知
的
で
も
あ
り
、
ま
た
諦
念
的
で
も
あ
り
、
一
面
に
は
感
傷
的
で
あ
り
、
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
的
で
も
あ
り
、
著
し
く
浪
蝿
的
で
も
あ
る
。
一
八
一
五
年
以
後
に
於
け
る
猫
逃
青
年
の
一
般
価
向
、
殊
に
ブ
ル

ー
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
青
年
の
伽
向
が
、
悉
く
こ
の
う
ち
に
看
取
さ
れ
る
。
．
（
酉
①
２
国
切
目
胃
。
爾
犀
尉
狩
自
切
①
甘
”
團
四
員

Ｅ
ａ
Ｑ
舅
昏
』
關
出
．
ぐ
．
甸
扁
厨
昏
国
．
国
の
日
胃
鼻
．
国
匙
．
急
困
．
侭
。
匡
・
鱒
目
．
乞
聟
釦
弓
皇
ｌ
ご

厩
を
さ
け
ず
、
こ
の
有
益
な
史
料
の
記
述
を
、
彼
の
性
格
の
考
察
の
指
針
さ
し
て
、
こ
Ａ
に
摘
出
す
る
こ
さ
ざ
す
る
。

こ
れ
よ
り
先
さ
同
年
夏
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
ハ
ア
ル
ッ
山
行
を
、
親
友
モ
リ
ッ
ッ
Ⅱ
プ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
グ
及
び
そ
の
妻
ざ
Ｅ
も

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
椛
三

を
恒
に
眼
前
に
し
て
彼
を
観
る
こ
こ
で
な
く
、
日
常
の
生
活
の
上
に
彼
の
性
格
を
推
定
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
斯
く
し
て
は

じ
め
て
、
彼
の
事
践
が
、
そ
し
て
彼
を
生
み
彼
在
養
ひ
彼
を
成
ら
し
め
た
時
勢
が
、
更
に
彼
の
蒋
國
議
會
員
ざ
し
て
聯
邦

0
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’１
１

I

､
／

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
桁
四

、
に
試
み
、
そ
の
同
行
に
又
會
話
に
、
ヨ
ハ
ン
ナ
直
面
含
し
て
ゐ
た
。
前
掲
書
の
ホ
ル
ス
ト
Ⅱ
コ
オ
ル
の
解
説
に
兎
こ
の
事

、

が
記
し
て
あ
る
。

こ
の
書
簡
に
幼
時
の
宗
教
凌
育
を
記
し
に
彼
は
、
そ
れ
が
殆
ん
ざ
何
等
の
了
解
を
も
彼
に
獄
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し

●

十
六
歳
に
し
て
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ヘ
ル
の
洗
概
を
う
け
た
が
、
彼
に
は
唯
専
ら
赤
裸
の
汎
祁
諭
的
思
想
以
外
に
は
何
も
の
も

無
か
つ
に
ご
記
し
、
彼
の
信
念
に
於
て
は
祇
癖
は
祁
の
本
髄
に
矛
炳
す
る
も
の
な
る
故
に
、
彼
は
日
日
の
所
鱸
を
敢
て
し

な
か
っ
た
ざ
告
白
し
て
ゐ
る
。
コ
オ
ル
の
前
掲
香
註
解
に
は
、
洗
澱
の
聖
語
が
、
《
《
ど
厨
・
急
画
の
淳
獄
曾
詩
・
言
汁
ぐ
。
ｐ
国
自
‐

画
目
》
鳥
号
日
国
閏
３
口
ａ
日
。
胃
号
口
昌
ｇ
切
呂
の
ｐ
こ
さ
あ
る
こ
さ
が
對
照
さ
れ
す
十
七
歳
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
學
に

入
っ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
「
忽
ち
誘
惑
さ
れ
る
か
ご
見
れ
ば
、
ま
た
誘
惑
者
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
悪
肺
會
に
出
入

し
た
」
の
で
あ
る
。
「
古
代
哲
學
。
理
解
し
が
た
き
ヘ
ー
ゲ
ル
諭
箸
、
就
中
ス
ピ
ノ
ザ
、
兇
た
こ
こ
ろ
数
理
的
明
断
さ
の
そ

れ
に
心
惹
か
れ
」
た
彼
は
、
こ
れ
ら
に
由
っ
て
、
「
人
開
の
知
性
が
把
握
し
得
ざ
る
も
の
に
對
す
る
苦
心
に
、
落
付
き
を
與

〆

へ
ら
れ
」
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
如
何
に
こ
の
告
白
の
諸
黙
が
、
彼
の
性
格
の
基
礎
に
参
照
さ
れ
る
こ
こ
多
き
乎
・
こ
れ
ら

は
『
思
胆
さ
追
憶
』
に
は
述
べ
て
ゐ
な
い
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
唯
「
公
的
」
な
範
困
の
覺
書
に
外
な
ら
ぬ
こ
き
を
知

ら
し
め
る
。
（
○
さ
く
○
口
国
の
冒
胃
島
章
の
＆
§
常
ロ
日
丘
厚
旨
目
①
Ｈ
昌
崗
①
貝
国
．
属
○
匡
急
侭
葛
：
興
身
肖
呂
扉
．
○
８
．

Ｆ
同
国
日
誌
侭
ロ
．
伊
凰
．
扇
ｇ
・
）

〃

母
を
失
っ
て
郷
里
に
蹄
つ
に
ビ
ス
マ
ル
ク
。
彼
は
母
の
慈
愛
に
は
ぐ
く
ま
れ
る
年
月
を
多
く
持
た
な
か
っ
た
。
大
學
入

‐
學
後
五
年
に
し
て
、
一
八
三
九
年
一
月
一
日
ビ
ス
マ
ル
ク
の
母
ル
イ
ゼ
Ⅱ
ウ
〃
ル
ヘ
ル
ミ
ネ
は
硬
し
、
そ
の
歳
復
活
祭
の
日
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〃
0

げ

ノ

〈L

ー

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
さ
オ
ッ
ト
の
兄
弟
は
ク
ニ
イ
プ
ホ
フ
領
地
の
管
理
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
（
の
①
ｏ
崎
の
号
目
号
】
評
言
の
，

昌
自
切
①
ロ
日
己
昌
①
司
臼
昌
薑
の
ぐ
○
口
国
巴
目
胃
烏
。
国
且
．
扇
Ｐ
層
．
一
ｇ
ｌ
孟
巴
・
「
大
き
な
忍
耐
ざ
柔
和
」
が
病
躯
を
堪

え
忍
ん
だ
ピ
ス
マ
ル
ク
の
母
、
そ
の
死
に
向
っ
て
「
涙
を
砿
ま
き
て
喜
び
の
果
の
り
」
を
ま
づ
嫁
夫
の
父
カ
ア
ル
Ⅱ
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
Ⅱ
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
對
し
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
は
「
孤
獅
寂
奨
の
う
ち
に
心
境
に
愛
化
を
生
じ
」
、
「
シ
ト
ラ
ウ
ス

・
フ
ォ
イ
エ
ル
今
ハ
ハ
の
宗
激
槻
に
傾
倒
し
」
、
「
し
か
も
そ
の
結
果
は
。
益
凌
疑
惑
の
袋
小
路
に
迷
ひ
込
む
の
み
で
あ
っ
た
」

亡
記
し
て
ゐ
る
。

「
榊
は
塞
見
の
良
心
を
通
じ
て
、
宇
宙
の
暗
闇
の
う
ち
の
鯛
手
を
與
へ
る
」
。
「
し
か
し
聖
書
は
何
等
啓
示
の
力
む
與
へ

な
い
。
余
に
こ
り
て
そ
れ
は
、
人
間
の
手
に
成
る
書
物
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
読
む
こ
こ
は
、
唯
徒
ら
に
新
し
き
批
判

ざ
疑
惑
こ
の
題
材
を
與
へ
る
の
み
」
。
「
今
は
余
の
心
を
安
め
る
何
も
の
も
な
い
。
余
の
存
在
土
《
に
世
の
人
の
存
在
は
、
目

的
も
な
け
れ
ば
用
途
も
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
恐
ら
く
は
、
刺
迭
の
偶
だ
の
序
で
の
こ
ぼ
れ
出
で
に
過
ぎ
ま
い
。
生
れ
出

で
そ
し
て
消
え
て
行
く
、
恰
か
も
車
輪
の
軋
り
に
散
る
砂
喋
で
あ
ら
う
。
永
述
こ
い
ひ
復
活
ご
い
ふ
、
そ
れ
は
何
も
の
で

も
な
い
。
人
生
、
そ
こ
に
は
何
等
の
心
を
易
く
し
、
力
を
鍋
す
尋
へ
き
も
の
全
く
無
い
」
。

○

一
八
四
四
年
五
月
、
ピ
ス
マ
ル
ク
は
ポ
ツ
ダ
ム
の
一
公
吏
亡
猛
っ
て
勤
務
し
婿
苦
悶
を
職
務
の
繁
雑
の
う
ち
に
忘
れ

慰
め
ん
が
た
め
で
あ
る
琶
謂
ふ
。
こ
の
醜
兄
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
這
そ
の
妻
ざ
は
、
病
洞
の
数
佃
月
を
送
り
、
，
そ
の
妻
は
段
し

て
ゐ
に
。
こ
れ
も
ビ
ス
マ
ル
ク
を
し
て
益
盈
感
傷
的
な
ら
し
め
た
。
長
兄
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
は
二
歳
天

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
桁
五

’

I

０
Ⅱ
■
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■
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■
■
Ｊ
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■
ロ
０
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１
１
１
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I ノ

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
絡
六
）

折
し
、
姉
ル
イ
ゼ
Ⅱ
ヨ
ハ
ン
ナ
も
五
歳
に
し
て
硬
し
、
弟
ズ
ラ
ン
ッ
は
既
に
四
歳
に
し
て
不
胆
の
傷
の
た
め
に
死
し
、
た

だ
末
姉
マ
ル
ウ
ィ
ネ
Ⅱ
フ
ラ
ン
ッ
ィ
ス
カ
（
後
の
オ
ス
カ
ア
Ⅱ
フ
ォ
ン
Ⅱ
ア
ル
’
一
ム
夫
人
）
が
十
七
歳
の
少
女
で
あ
っ
た
。

（
○
８
局
呼
言
凰
号
琴
丘
．
冒
己
ら
．
壱
ロ
ー
お
〕
扇
ｇ
ｏ
老
父
芭
對
坐
し
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
ル
ッ
ソ
オ
の
『
告
向
記
』
の

「
二
人
し
て
泣
く
」
の
心
地
で
あ
っ
た
ら
う
。

こ
の
父
は
翌
年
一
八
四
五
年
十
一
月
に
段
し
て
、
「
ジ
ャ
ン
Ⅱ
ジ
ャ
ッ
ク
よ
、
母
の
思
川
を
語
ら
う
」
ご
言
は
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
怜
か
も
一
年
後
に
、
親
友
プ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
グ
の
妻
は
、
そ
の
母
の
死
の
蒋
謹
に
疲
れ
て
、
熱
病
の
床
に
不
蹄
の

、
客
と
な
っ
た
。
書
翰
の
日
付
の
一
個
月
前
で
あ
る
。
そ
の
死
の
苦
悶
を
眼
前
に
し
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
感
動
の
餘
無
巾
に

な
っ
て
刺
に
祁
癖
し
た
。
彼
の
心
に
は
「
平
靜
で
は
な
い
が
、
信
蝋
ざ
生
存
の
意
氣
ご
が
湧
い
た
」
。
「
川
は
許
し
給
ふ
く

し
。
日
日
斬
る
こ
こ
膳
由
っ
て
、
永
遠
の
生
命
に
對
す
る
疑
惑
を
締
ひ
待
た
」
。
「
未
曾
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
涙
を
蝿
え
つ

上
」
、
「
刺
の
子
ざ
し
て
、
悔
恨
の
心
を
以
っ
て
、
日
日
に
川
に
所
癖
を
さ
上
げ
る
」
の
で
、
あ
っ
た
。

．
○

率
直
、
感
激
的
、
鮪
信
、
そ
し
て
浪
曇
的
、
こ
れ
ら
は
ビ
ス
マ
ル
ク
性
格
の
う
ち
に
、
そ
の
青
年
時
の
錘
刻
を
弧
く
且

長
く
残
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ら
う
。
除
り
苦
努
性
で
も
な
か
っ
た
父
琶
、
相
幟
に
理
知
的
で
あ
っ
た
母
の
育
化
は
、
ビ
ス

マ
ル
ク
幼
時
の
事
怖
で
多
く
及
ば
す
に
、
彼
の
十
三
歳
の
篤
腫
に
見
る
や
う
な
一
面
弧
刷
な
意
志
ご
、
一
面
感
蝿
の
強
さ

ざ
の
性
格
が
、
前
記
の
環
境
ご
可
殊
に
浪
愛
思
想
の
高
潮
時
の
影
響
ご
に
、
尖
鋭
さ
を
増
し
て
行
つ
ぞ
」
さ
が
、
こ
の
書

簡
の
上
に
よ
く
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
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０
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夕

一

〈
ン
ノ
オ
フ
ェ
ル
新
聞
紙
上
に
、
『
全
渦
逸
の
立
憲
的
政
治
生
活
』
を
ダ
ア
ル
マ
ン
が
書
い
た
の
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
が
ダ

ア
ル
マ
ン
教
授
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
學
に
入
學
し
た
そ
の
歳
、
一
八
一
一
三
年
の
一
月
で
あ
る
。
こ
の
有
名
な
即
ち
営
時
の

青
年
に
大
き
な
感
動
を
與
へ
仁
諭
著
の
後
、
一
八
三
一
犀
憲
法
の
問
題
か
ら
、
七
教
授
事
件
８
号
盲
目
ロ
）
。
①
昌
国
ロ
の
〉

］
画
８
ず
ロ
．
雪
罠
．
９
首
目
』
シ
胃
の
。
頁
両
君
画
匡
』
葛
。
ワ
の
雨
）
の
紛
乱
は
、
果
し
て
『
思
噸
さ
追
憶
』
に
は
詳
で
な
い
が
、

畢
生
ビ
ス
マ
ル
ク
に
大
き
な
感
想
を
蓮
し
た
も
の
に
相
逹
な
い
。
ダ
ア
ル
マ
ン
の
政
治
意
見
が
、
國
民
議
會
の
後
年
の
「
便

宜
性
」
以
前
の
、
純
正
な
理
想
的
な
ま
た
浪
愛
的
で
あ
っ
た
も
の
は
、
圭
円
年
ビ
ス
マ
ル
ク
に
大
き
な
影
響
を
與
へ
た
で
あ

ら
う
。
更
に
、
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
大
王
を
追
慕
し
て
、
國
民
的
感
慨
を
、
自
邦
主
義
の
上
に
超
越
さ
せ
た
フ
ィ
ッ
ァ
の
詩
は
、

ピ
ス
マ
ル
ク
も
ま
た
他
の
畢
生
さ
ざ
も
に
愛
訓
し
た
で
も
あ
っ
た
ら
ぅ
。

「
大
學
に
入
っ
て
プ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
開
係
し
、
國
民
的
感
激
を
弧
烈
に
し
て
ゐ
に
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
友
人
ざ
、
渦

、

逸
統
一
の
理
想
の
將
來
に
つ
い
て
賭
を
し
て
ゐ
に
。
し
か
し
彼
に
は
、
ハ
ン
今
ハ
ッ
ハ
祀
血
〈
（
一
八
三
一
年
五
月
二
十
七
日
）

や
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
育
動
（
一
八
一
三
一
年
四
月
三
日
）
の
や
う
な
、
無
謀
な
峅
燥
産
快
し
さ
は
恩
は
れ
な
い
。
少
し
冷
め

た
自
由
恩
祁
削
感
激
を
抱
い
て
、
彼
は
雲
へ
ル
リ
ン
に
去
っ
埠
（
国
．
民
。
匡
』
言
の
習
臥
の
の
園
旦
日
。
ぽ
の
８
．
口
．
両
§
①
園
曾
．

冠
、
一
ｍ
．
）
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
皐
以
來
彼
の
思
想
は
、
か
の
誠
Ⅱ
楠
に
率
直
に
語
ら
れ
た
宗
教
槻
、
虚
生
概
ご
迩
應
す
る
性
格

の
上
の
仙
向
で
あ
る
。
彼
自
か
ら
が
形
容
す
る
｛
へ
ｇ
ｏ
昌
胃
且
画
一
の
Ｈ
ｇ
＆
。
畠
の
獄
》
〕
で
あ
る
。
（
⑦
①
烏
鼻
ｇ
ｇ
Ｑ
厚
旨
‐

己
①
Ｈ
侵
国
的
⑦
ロ
．
国
２
房
ｐ
』
今
）

○

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
稚
・
七

■
Ⅱ
Ｉ
ｒ
ｂ
８
Ｒ
８
■
且
図

’

Ⅱ

h

々
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日

－－－口ー

、

、

1

〆

’
１
０
４
５
６
心
甲
Ｉ

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
椛
八

私
を
し
て
樵
想
さ
せ
る
な
ら
ば
、
彼
の
政
治
の
理
想
は
、
柵
逃
の
統
一
、
而
し
て
こ
の
統
一
は
、
ダ
ア
ル
マ
ン
の
所
謂

合
理
的
自
由
主
義
に
由
っ
て
、
國
民
總
意
の
上
に
立
つ
立
悲
的
王
政
の
大
同
剛
結
で
あ
る
。
聯
邦
形
態
の
傅
統
を
無
覗
せ

ざ
る
、
聯
邦
の
完
成
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
の
、
蒋
填
二
亜
髄
制
の
合
理
的
解
決
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

理
想
に
對
し
て
眼
前
に
動
も
せ
ば
反
對
な
現
変
を
見
る
。
時
勢
の
下
に
そ
し
て
境
遇
の
間
に
、
浪
曼
思
想
家
で
あ
っ
た
芭

思
は
れ
る
ピ
ス
マ
ル
ク
は
、
多
く
の
枇
人
の
如
き
妨
暹
で
も
な
く
、
購
跨
で
も
な
く
、
唯
偏
に
整
調
で
あ
る
。
彼
の
性
格

直
そ
れ
か
ら
出
る
鵠
度
さ
は
、
班
想
ご
現
蛮
さ
の
繋
訓
の
上
に
築
か
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
軍
な
る
冷
血
で
も
な
く
、
所

謂
繊
血
の
唯
一
路
で
も
な
い
。
土
畏
難
訓
は
単
な
る
便
宜
主
義
で
も
な
く
、
叉
所
謂
即
物
客
観
政
略
で
も
な
い
。

，

「
政
治
に
於
て
は
、
事
変
は
猫
自
の
感
兇
に
對
す
る
好
参
考
さ
し
て
評
償
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
唯
獅
自
の
感
躍
に

利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
さ
、
祥
て
彼
は
言
っ
た
。
自
．
属
目
①
）
己
閂
筐
蔚
冒
雪
画
匡
①
．
ｐ
お
）
。
感
兇
さ
は
リ
ン

デ
も
指
摘
す
る
や
う
に
、
或
一
つ
の
理
想
を
包
含
す
る
の
で
あ
る
。
朝
暮
そ
の
虚
を
異
に
す
る
如
き
、
即
物
客
観
の
現
資

追
及
に
維
始
す
る
も
の
ざ
は
、
同
一
硯
し
得
な
い
。
本
來
の
「
感
兇
」
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
性
格
の
大
き
な
特
徴
ざ
も
謂
ひ

得
や
ぅ
。
こ
の
特
徴
の
尖
鋭
し
た
も
の
、
む
し
ろ
歪
め
ら
れ
た
も
の
が
、
文
化
詳
論
に
於
け
る
彼
と
ウ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
沖

士
こ
の
唯
み
合
ひ
の
事
蹟
に
も
、
顧
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

○
《

有
名
な
彼
の
オ
ル
ミ
ニ
ッ
ッ
演
説
（
一
八
五
○
年
十
二
月
三
日
、
普
國
議
會
）
に
於
て
、
「
大
な
る
國
家
と
し
て
の
唯
一
健

ノ

全
な
る
基
準
は
、
國
家
的
利
己
心
に
存
在
し
、
浪
曼
主
義
に
は
存
在
し
な
い
」
琶
彼
は
言
っ
た
。
（
○
詐
○
ぐ
。
口
国
切
目
胃
鼻
、

ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｂ
Ｆ
ｌ
■
■
■
巳
■
■
１
１
０
Ⅱ
！
ｈ
■
■
厚
‐
ｆ
ｌ
ｌ
ｑ
Ｉ
Ｌ
Ⅱ
１
‐
■
２
Ｆ
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↑
■
■
■
９
．
■
’
１
１
１
１
０
１
。
■
し
■
臣
■
■
■
■
■
■
■
１
０
’
１
’
■
『
１
０
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
■
■
且
■
■
１
日
Ｉ
。
■
１
川

タ

１
１

目
の
噌
鰯
画
目
目
の
胃
雪
①
烏
の
．
厚
．
〆
・
ｐ
Ｓ
ｅ
．
こ
の
國
家
利
己
心
ざ
は
、
全
猫
逸
本
然
の
利
害
關
係
を
考
量
し
、
蒋
填

の
適
宜
な
調
和
を
刷
る
。
へ
き
、
猫
逸
人
さ
し
て
の
感
晃
に
由
る
理
想
の
存
在
を
調
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ピ
ス
マ
ル
ク
は

●

錘
肌
國
の
浪
曼
的
自
由
主
義
薪
の
計
企
を
中
心
ご
す
る
「
猫
逸
聯
合
」
が
失
敗
に
蹄
し
た
結
果
、
彼
等
自
由
主
義
者
が
填
國

さ
一
戦
を
交
ゆ
く
し
こ
し
た
の
を
否
定
し
た
。
ゼ
ス
マ
ル
ク
は
諸
小
邦
の
川
に
附
か
れ
に
「
聯
合
含
議
」
（
一
八
五
○
年
三

月
）
に
於
て
も
波
説
し
て
、
獅
逸
聯
合
計
謡
に
反
對
し
、
偏
狭
な
自
邦
主
義
を
戒
し
め
、
澗
逸
國
民
主
義
の
理
想
を
説
い

た
の
で
あ
る
。

①

所
詔
浪
曼
主
義
と
は
、
猫
逸
聯
合
計
霊
の
如
き
一
時
性
の
恩
ひ
付
き
、
或
は
単
な
る
衝
動
に
走
っ
た
愉
悪
の
感
が
、
あ

る
べ
き
理
想
を
忘
る
上
に
等
し
い
も
の
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
ビ
ス
マ
ル
ク
が
結
局
は
同
様
に
幻
影
を
追

っ
た
も
の
で
あ
る
さ
解
す
る
こ
さ
が
不
完
全
な
判
断
で
あ
る
ご
同
様
に
、
「
國
家
的
利
己
心
」
を
見
て
以
っ
て
、
直
ち
に
現

変
追
及
で
あ
る
こ
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
は
決
し
て
絡
始
の
現
蛮
主
義
新
で
は
な
い
。
さ
う
見
る
の
は
、
彼
の
事
蹟

の
表
面
か
ら
出
發
し
仁
餘
り
に
行
き
過
ぎ
た
推
定
に
外
な
ら
な
い
。
‐
Ⅱ

一
八
四
九
年
十
月
二
十
四
日
杵
國
議
含
の
代
表
の
蚕
格
に
開
す
る
討
論
の
時
に
、
彼
は
波
論
し
て
、
「
理
論
は
何
等
代

表
姿
格
に
必
要
な
る
根
擦
で
は
な
い
。
要
は
本
砿
的
な
も
の
、
即
ち
代
表
た
る
人
の
經
嶮
の
範
囲
で
あ
る
」
ご
言
っ
た
。

８
房
鴨
の
．
尋
の
鼻
①
、
図
．
減
．
弓
．
韻
１
段
）
。
こ
の
一
語
だ
け
を
見
れ
ば
、
宴
に
現
渡
愈
承
の
み
で
あ
る
や
う
に
恩
は
れ

る
。
然
し
彼
は
同
淡
読
中
に
同
じ
代
表
喪
格
に
淵
し
て
、
「
澗
自
的
で
あ
り
、
自
管
的
で
あ
り
、
目
的
に
向
っ
て
の
教
養
の

あ
る
」
こ
ざ
が
必
要
で
あ
る
Ｅ
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
渦
自
的
に
胸
中
誰
策
あ
る
べ
き
こ
と
、
自
省
的
に
考
韮
の
深
か

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
椛
九

１
１
１
１
剛

叩
ｆ
Ｈ
ｐ
ｍ

、
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可
‐
‐
・
口
皿
。
、
Ｔ
Ｉ
‐
リ
ｊ
ｕ
ｒ
。
！
‐
１
１
－
‐
ｌ
■
■
ｌ
■
■
■
１
１
１
１

ノ

め

着
の
非
難
、
乱

想
像
さ
れ
る
。

○

〆
・

帝
國
宰
和
ざ
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
が
こ
っ
た
外
交
策
を
表
面
か
ら
見
る
も
の
は
、
彼
が
理
想
を
追
っ
て
左
右
迂
回
し
た
こ

さ
を
飛
過
し
、
（
参
照
、
ｄ
匡
号
ｚ
ｏ
画
鼻
》
国
“
目
胃
ｏ
廓
毘
の
：
ご
恩
。
厚
岸
ｇ
ｑ
ｇ
ｍ
印
。
こ
の
日
号
“
号
員
の
。
冨
回
‐
冒
画
・
胃
‐

ぐ
①
鴎
昌
切
．
Ｆ
己
圃
．
一
①
勝
は
、
こ
の
一
面
の
妖
陥
を
吸
訓
し
過
ぎ
て
ゐ
る
が
）
彼
の
上
に
現
蛮
主
義
を
規
定
し
、
ま
た
史
上
肢

大
の
機
會
主
義
者
さ
形
容
し
易
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
眞
の
ビ
ス
マ
ル
ク
性
格
に
は
何
等
の
深
い
接
鰯
も
な
く
、
唯
事
蛮

〆

に
除
り
に
弧
い
推
定
の
地
位
を
典
へ
仁
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

「
余
を
機
會
主
義
者
ざ
名
づ
け
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
余
は
む
し
ろ
柵
ん
じ
て
こ
の
名
稀
を
う
け
る
で
あ
ら
う
。
さ

て
何
を
意
味
す
る
か
ご
言
へ
ぱ
、
迩
幟
な
機
含
に
際
し
、
そ
れ
を
壼
鯉
錘
に
且
目
的
に
通
ふ
や
ぅ
に
取
扱
ふ
こ
ざ
で
あ
る
。

政
治
の
要
諦
は
震
に
こ
上
に
存
す
る
の
で
あ
る
」
さ
は
、
文
化
評
論
の
絡
末
の
頃
、
一
八
八
七
年
四
月
二
十
一
日
、
ビ
ス

マ
ル
ク
が
帝
國
議
會
で
減
説
し
た
そ
の
一
節
で
あ
る
。
（
ロ
①
鴨
の
．
急
の
鳥
の
、
民
．
ｘ
日
．
ｐ
賠
巴
。
彼
の
宗
教
政
策
が
中

央
蕪
の
椛
勢
の
た
め
に
頓
挫
し
、
彼
が
法
王
に
慰
謝
し
、
五
月
法
の
修
正
ま
た
一
部
撤
去
を
説
明
し
た
の
に
對
す
る
反
對

●

者
の
非
難
、
殊
に
自
由
主
義
者
の
非
難
に
應
へ
た
言
葉
で
あ
る
。
彼
が
恐
ら
く
微
笑
を
以
っ
て
言
っ
た
で
あ
ら
う
こ
ざ
が

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
桁
一
○

る
べ
さ
こ
ご
、
〃
教
養
こ
し
て
理
解
の
明
か
な
る
↑
べ
き
こ
さ
、
結
局
は
必
然
存
在
に
對
す
る
理
想
の
抱
懐
で
あ
る
。

彼
は
理
想
を
懐
く
。
こ
れ
に
對
し
て
怖
慨
を
深
く
す
る
。
然
し
そ
れ
は
術
動
や
幻
影
ざ
は
類
を
異
に
す
る
。
そ
し
て
理

想
を
追
ふ
が
た
め
の
深
謀
速
噸
が
こ
れ
に
作
随
す
る
。
彼
の
政
治
意
見
は
極
嗜
」
れ
を
反
映
す
る
。

’
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〃
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ノ
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Ｆ
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ダ

レ
ッ
シ
ン
グ
は
ラ
オ
コ
｜
オ
ン
を
批
判
し
て
も
、
幹
て
ラ
オ
コ
オ
ン
を
彫
り
出
し
得
る
ご
唖
眉
信
し
な
か
つ
だ
さ
云
ふ
こ
ご

産
説
馨
亦
が
ら
、
彼
は
、
「
政
治
は
人
が
學
ぴ
得
る
知
識
で
は
な
い
。
そ
れ
は
藝
術
で
あ
る
．
若
し
そ
の
才
能
な
し
ご
な
ら

ば
、
や
め
る
外
は
な
い
」
（
一
八
八
六
年
一
月
二
十
九
日
、
帝
國
議
會
波
誘
）
ご
言
つ
に
こ
さ
が
あ
る
。
（
貝
の
砲
①
四
．
言
の
烏
の
．

固
◇
閥
旨
．
や
弓
ご
。
抽
曹
出
し
う
る
藝
術
は
、
即
物
客
槻
の
現
蛮
辿
及
で
は
な
い
。

一
面
に
於
て
、
彼
は
、
ヨ
ン
カ
ア
主
義
に
對
す
る
一
層
の
榮
騨
さ
威
信
」
さ
を
公
言
し
、
（
一
八
五
一
年
四
月
八
日
背

國
議
會
油
説
）
（
目
③
頤
の
の
．
急
①
尉
庸
．
臣
．
閥
．
己
．
愚
①
）
、
ま
た
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ッ
波
読
に
自
由
主
義
者
を
排
斥
し
て
、
「
澗
逸

聯
合
計
謡
の
赤
き
裏
衣
」
を
論
さ
、
（
一
八
五
○
年
士
一
月
三
日
群
國
議
向
演
説
）
（
ｇ
の
、
。
“
・
尋
の
１
〈
の
恩
．
閏
．
己
・
ろ
①
）
、

ゴ
オ
タ
會
議
（
一
八
四
九
年
六
月
三
日
’
一
千
七
日
）
の
人
だ
の
自
由
改
革
説
を
否
定
し
、
更
に
辨
國
議
會
に
於
け
る
シ

ム
ソ
ン
・
フ
ィ
ン
ケ
等
の
自
由
思
想
の
政
治
槻
に
、
痛
烈
な
批
判
を
典
へ
て
ゐ
る
。
」

一
面
に
於
て
彼
は
、
一
八
五
二
年
に
保
守
派
が
弧
硬
に
主
張
し
た
佛
附
西
帝
結
僻
否
認
を
冷
笑
し
、
「
勝
手
自
由
に
結

幡
し
て
可
な
り
」
皇
言
ひ
、
（
一
八
五
三
年
一
月
二
十
七
日
ゲ
ル
ラ
ハ
宛
神
棚
）
（
犀
尉
罫
の
。
言
の
冒
旦
・
Ｑ
２
①
且
Ｆ
の
○
℃
・
匡

己
ｇ
ｏ
①
昏
昏
目
計
９
８
ぐ
○
回
国
切
目
胃
鼻
．
国
＆
．
届
函
．
ｐ
ｇ
・
）
、
佛
剛
阿
琶
の
友
交
を
主
張
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世

宛
國
王
親
書
の
冒
○
旨
坤
陣
の
｝
目
○
国
閏
己
の
問
題
（
一
八
五
三
年
一
月
二
十
八
日
ゲ
ル
ラ
ハ
普
簡
）
窟
時
雨
ｏ
Ｑ
．
⑦
９
．

Ｆ
ぐ
．
の
。
号
呂
目
○
．
ぐ
．
国
切
目
胃
鼻
．
津
ご
ヰ
．
己
届
．
巳
・
望
．
）
を
霜
過
し
、
厚
③
ロ
且
冨
具
匡
ｏ
ｐ
ｐ
巨
①
冒
邑
を
主
張

し
、
（
前
掲
同
ゲ
ル
ラ
ハ
宛
脊
棚
）
（
国
骨
身
㈹
・
言
⑦
｝
．
己
．
＄
・
）
、
ポ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
ス
の
自
巾
思
想
を
無
害
な
り
ご
訓
ひ
、

（
一
八
五
一
年
士
一
月
一
千
五
日
ピ
ス
マ
ル
ク
愁
簡
）
（
旨
Ｑ
，
己
．
一
画
・
）
、
「
正
義
声
」
革
命
」
嚢
」
を
汎
川
し
た
自
山
主
義
者

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
椛
三

ﾛ

１
１

、
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策
を
採
用
し
た
か
。
如
何
に
彼
が
普
通
選
畢
法
を
決
定
し
て
、
帝
國
議
會
里
言
論
を
擴
大
す
る
迩
敢
て
し
仁
か
。
如
何
に

彼
が
ヘ
エ
デ
ル
暗
殺
計
謹
を
見
て
、
未
だ
ノ
ピ
リ
ン
グ
暗
殺
事
件
が
起
ら
ぬ
先
言
に
耐
會
主
義
弾
座
法
を
用
意
し
た
か
。

○

感
傷
的
な
性
格
の
一
而
は
、
彼
の
不
遇
失
意
の
時
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
ウ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
博
士
ざ
の
唯
み
合
ひ
が
、
文

化
詳
論
の
彼
の
理
想
の
遂
行
を
猯
突
に
ま
で
推
し
進
め
、
失
敗
の
黄
任
を
フ
ァ
ル
ク
文
相
ざ
の
嫉
覗
に
展
開
さ
せ
、
對
伊
太

一

利
策
の
測
蹄
か
ら
發
し
に
嫌
悪
は
、
ア
ル
ニ
ム
事
件
に
發
展
し
に
。
ヴ
ァ
ル
チ
ン
別
莊
に
立
て
こ
も
っ
て
、
蕊
悩
に
立
ち
も

坐
れ
も
し
な
か
っ
た
彼
は
、
カ
ノ
ッ
サ
雲
中
の
紬
を
掲
げ
、
ル
ッ
タ
ア
事
砿
を
耽
談
し
、
「
余
は
既
に
三
十
六
時
間
を
眠
ら
ず

維
夜
獅
癩
に
堪
へ
得
ず
、
頭
は
火
鱸
の
や
う
に
熱
し
て
、
云
堂
」
さ
、
言
ひ
、
Ｓ
房
の
甘
の
旨
①
ロ
呂
訪
。
胃
国
畠
圃
吾
耐
．

園
．
急
．
ｐ
一
団
・
）
、
し
か
も
率
直
に
、
「
中
央
燕
の
政
治
勢
力
に
對
抗
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
越
し
た
の
は

過
り
の
も
ざ
で
あ
る
」
琶
言
ふ
心
勇
．
ぐ
。
ロ
顧
爵
２
．
画
目
園
の
痢
目
鳴
口
画
爵
目
の
旨
の
日
冒
冨
己
．
園
．
旨
．
路
と
．

フ
」
れ
以
上
締
魂
を
災
し
た
ち
、
狂
氣
に
な
る
か
、
向
痴
さ
な
る
」
さ
、
彼
は
ア
ル
ニ
ム
夫
人
た
る
妹
の
マ
ル
ウ
ィ
ネ
Ⅱ

フ
ラ
ン
ッ
ィ
ス
カ
へ
の
私
信
に
番
い
て
ゐ
に
。
（
一
八
五
九
年
六
月
二
十
九
日
）
（
Ｐ
属
国
閏
愚
『
・
巖
も
昌
陦
。
胃
昌
犀
討
や

重
の
。
言
巴
も
．
一
ｇ
・
）
。
こ
れ
は
病
中
の
苦
脳
ご
外
交
向
生
活
の
不
滿
亡
を
述
べ
た
辨
簡
で
あ
る
。
『
思
應
ご
追
憶
』
の
う
ち
に

も
彼
は
こ
の
不
満
を
感
傷
的
に
記
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
帥
る
率
直
に
ロ
ー
ン
將
軍
に
宛
て
て
（
一
八
六
二
年
七
月
十
五
日
）

不
瀧
を
述
今
「
叢
の
か
げ
に
か
く
れ
て
ゐ
た
い
」
ざ
言
ひ
、
「
・
ハ
リ
の
唯
と
呼
吸
し
、
喫
茶
店
劇
場
に
欠
仲
し
て
過
す

か
、
・
ヘ
ル
リ
シ
に
蹄
っ
て
政
治
的
デ
ィ
レ
タ
ン
ト
に
な
る
か
ｃ
む
し
ろ
湯
に
で
も
入
っ
て
時
の
移
る
と
ま
た
う
」
ご
言
つ

喝

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
桁
一
三

＝

一一

h

､
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ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
格
一
四

に
。
Ｓ
ロ
“
国
“
ｇ
］
．
卑
厨
罫
の
。
冨
堅
．
ロ
ー
笛
・
）
．
こ
れ
等
は
垂
見
に
、
直
ち
に
さ
き
の
プ
ッ
ト
カ
ン
マ
ア
宛
杏
簡
の
趣
を

思
出
さ
せ
る
。

○

「
皇
帝
の
命
に
由
る
軍
隊
を
以
っ
て
の
逢
別
の
澱
遇
は
、
余
に
這
り
て
正
に
岐
尚
級
の
葬
式
ざ
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
」

を
、
皮
肉
に
彼
が
記
し
た
退
職
應
居
の
日
（
一
八
九
○
年
三
月
二
十
九
日
）
（
⑦
ａ
臼
弄
の
ロ
日
己
厚
甘
口
①
同
旨
鴨
ロ
．
国
具
昌
．

ロ
ー
房
・
）
か
ら
、
彼
は
「
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
ス
ル
ウ
の
哲
人
」
ご
な
っ
た
。
晩
年
の
生
涯
は
、
ま
た
彼
の
性
格
を
見
る
に
参

考
ど
な
る
ピ
こ
ろ
が
多
い
。
政
治
意
見
の
對
立
懸
隔
と
は
詔
ひ
な
が
ら
、
カ
イ
ゼ
ル
Ⅱ
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
さ
の
確
執
は
、

字
義
通
り
雨
方
ど
も
に
感
怖
の
鋭
い
開
係
の
結
果
が
、
そ
の
一
原
因
で
あ
る
ざ
は
、
誰
人
も
考
へ
及
ぼ
し
得
る
の
で
あ
る
。

「
最
高
級
の
葬
式
」
さ
ま
で
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
形
容
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

老
境
の
ピ
ス
マ
ル
ク
は
、
そ
の
壯
年
時
か
ら
度
盈
妻
に
宛
て
て
蹄
家
田
園
の
樂
し
み
を
譜
簡
に
書
い
た
通
り
の
生
祈
に

入
る
こ
さ
を
得
た
。
帝
國
宰
相
の
繁
勢
か
ら
、
ザ
ク
セ
ン
森
悶
の
維
蔭
、
小
さ
き
流
れ
の
清
涯
は
、
彼
を
安
易
な
ら
し
め

』

た
が
、
し
か
も
バ
イ
ロ
ン
を
識
み
、
人
生
を
。
①
茸
。
冒
巳
計
胃
。
ざ
目
①
鼻
目
黒
①
を
形
容
し
、
悠
凌
自
適
す
る
が
如
く
し

て
、
な
ほ
眞
の
哲
人
ざ
し
て
悟
迩
し
得
な
い
焦
嘘
感
傷
の
人
で
あ
っ
た
や
う
に
恩
は
れ
る
。
リ
マ
ン
の
『
退
職
後
の
ピ
ス

マ
ル
ク
』
を
見
る
ざ
、
或
る
詩
人
が
ピ
ス
マ
ル
ク
を
訪
ね
、
そ
の
性
棉
の
印
象
を
記
し
に
も
の
が
あ
る
。
「
行
動
人
ざ
し

て
の
鋭
利
な
眼
前
の
も
の
を
掴
む
力
琶
、
哲
人
ざ
し
て
の
先
噛
め
る
深
い
凄
い
速
笙
ざ
が
、
総
く
べ
く
且
つ
忽
ち
に
し
て

交
互
す
る
」
。
「
猛
烈
な
打
ち
込
む
や
う
蛮
行
力
、
容
易
に
退
か
ぬ
弧
惰
、
晴
や
か
な
諮
誰
、
剛
舍
言
葉
の
氣
輕
さ
、
我
意

■
且
■
■
■
■
９
口
■
ロ
■
■
■
Ｕ
１
８
１
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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Ｇ

の
弧
い
権
勢
心
、
胸
襟
を
ひ
ら
い
た
男
性
的
信
頼
、
深
く
ひ
そ
む
怜
刑
、
云
盈
」
さ
言
っ
て
ゐ
る
。
所
謂
ビ
ス
マ
ル
ク
政

策
の
疑
問
性
（
ｄ
匡
呂
ｚ
ｏ
胃
〆
号
．
鼻
）
は
、
性
格
の
疑
問
性
ど
も
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。

一
八
九
八
年
七
月
三
十
日
、
ピ
ス
マ
ル
ク
は
そ
の
長
き
生
涯
を
経
っ
た
。
ザ
ク
セ
ン
森
園
の
う
ち
の
一
丘
上
に
、
彼
の

廟
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
墓
誌
に
は
、
「
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
の
忠
誠
な
る
一
獅
逸
人
從
者
」
返
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
は

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
で
は
な
か
っ
た
。
テ
オ
ド
ル
Ⅱ
う
す
ン
タ
ネ
は
一
詩
を
詠
じ
た
。

ｚ
旨
胃
旨
口
○
日
○
号
Ｈ
甸
匡
①
門
呉
①
ロ
四
口
津
）

）
》
同
旨
、
画
。
ず
い
①
急
胃
⑦
吋
》
Ｑ
Ｈ
匡
尚
昌
凶
鼻
①
碗
蜀
稗
四
具

胃
目
目
の
い
○
ず
の
⑦
口
気
ご
巴
Ｑ
ｍ
ｃ
屋
⑦
風
び
①
、
Ｈ
釣
す
①
国
ｍ
ｇ
ｐ
ご
》
①
奇
○
．

昔
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
一
二
の
征
討
に
、
‐
幾
度
か
抗
し
幾
度
か
敗
ら
れ
た
サ
ッ
ク
ス
族
の
古
英
雄
ウ
ィ
ド
キ
ン
ド
の
生
涯
に
似

て
、
理
想
を
持
せ
ん
さ
し
て
幾
度
か
現
蛮
に
敗
ら
れ
た
浪
曼
的
な
も
の
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の
生
涯
で
あ
っ
た
ら
う
ご
恩
は

れ
る
。
（
鈩
鼻
言
儲
詞
①
厚
①
旨
』
四
ｍ
目
胃
烏
笥
日
爵
呂
切
①
ロ
君
巳
ｅ
（
昭
和
十
五
年
十
一
月
三
十
日
、
退
聯
記
念
誹
演
）

量
墨
旦
巳
白
昼
旨
①
身
障
目
Ｎ
回
臼
ｏ
ぽ
①
胃
届

ｚ
ｏ
呂
胃
め
の
胃
》
露
①
鈩
昏
鳥
目
目
葛
脚
匡
異

国
別
昌
彦
〕
旨
⑦
○
＃
＄
津
具
曾
伊
匡
津
．

ロ
冨
易
尉
国
津
具
国
①
局
員
己
国
、
昼
①
．

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
桁

1

’
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、
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